
藤沢市の環境諸計画の体系
資料２

藤沢市環境基本計画

趣 旨： 本市の環境の保全、再生、創出に関する総合的、長期的な目標、

施策の推進を図るための必要事項などを定める

策定年度： 平成１０年度（改定：平成１７年度、２２年度、２５年度、２８年度）

計画期間： 平成２３年度から令和４年度まで（１２年間）

※平成２８年度の改定により、平成２９年度から令和４年度までの

６年間を見据えた内容に修正

目 標： 環境目標として２１項目を設定

根拠法令等： 環境基本法第７条、藤沢市環境基本条例第９条

藤沢市地球温暖化対策実行計画

趣 旨： 市域全体の温室効果ガス排出抑制等のため、各主体が担う役割を明確

にしながら目標達成のための施策を定める

策定年度： 平成２２年度（改定：平成２５年度、２８年度）

計画期間： 平成２３年度から令和４年度まで（１２年間）

※平成２８年度の改定により、平成２９年度から令和４年度までの６年間

を見据えた内容に修正

目 標： 温室効果ガスを、平成２年度を基準として、令和４年度までに４０％

削減する

根拠法令等： 地球温暖化対策の推進に関する法律第１９条第２項（努力義務）

備 考 ： 平成１７年度に「藤沢市環境基本計画」を改定した際、「藤沢市地球

温暖化対策地域推進計画」を策定し、環境基本計画のリーディング

プランとして位置づけた。

藤沢市環境保全職員率先実行計画

趣 旨： 藤沢市役所が一事業者として、環境保全や、エネルギー使用量及び温室

効果ガスの削減を率先して行うための施策を定める

策定年度： 平成２２年度（改定：平成２５年度、２８年度、３０年度、令和元年度）

計画期間： 平成２３年度から令和４年度まで（１２年間）

※令和元年度の改定により、令和元年度から令和４年度までの４年間

を見据えた内容に修正

目 標： 平成３０年度を基準として、エネルギー使用量を毎年前年度比１％の

削減を目指す

根拠法令等： 地球温暖化対策の推進に関する法律第２１条

藤沢市エネルギーの地産地消推進計画

趣 旨： エネルギーの地産地消を見据えた再生可能エネルギーの活用を推進する

ための施策を定める

策定年度： 平成２６年度

計画期間： 平成２７年度から令和６年度まで（１０年間）

目 標： エネルギーの地産地消によるエネルギー供給割合を、１０年後の令和６年度

に、現在の２倍とし、５％・１,５００ＴＪへと増加させるように努める。

根拠法令等： なし

環境基本計画

【環境像５】
未来の地球環境への

投資を行う藤沢

環境基本計画

【環境像５】
未来の地球環境への

投資を行う藤沢

地球温暖化対策実行計画

【基本方針３】エネルギー

の地産地消
エネルギーの地産地消を見据

えた再生可能エネルギーの活

用とマネジメント


